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表 1 祖 父母同居 状況
N= 208 
同 居 状 況 祖父 と同居 祖母と 同居
同居した乙とがある 87人 41.8 % 90人 43.3 % 
10 年未満同居 47 22. 6 46 22. 1 
10 年 以上同 居 42 20. 2 47 22. 7 
現在同居している 37 17. 8 78 37. 5 
同 居 した乙と がない I 92人 37.5 % 
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4 7. o 9話母
人
頻＼注喧＼閲 30分以内 以2時間内 約半 日 約 1日 その他 計
週に 1度以上 15 4 1 20 
週 R 1度位 17 18 2 37 
3ヶ月R.1度位 5 8 6 1 20 
半年R.1度位 3 9 5 2 1 20 
1年R.1度位 1 4 12 5 5 27 
ほとんどな い 1 2 1 3 7 
















































































































































表 3は祖父母同居経験者88名のものである。最も多い答えは一生同居しない（ 第1希望 ）
一一親が不自由になったら同居する （第 2希望 ）で10名である。次は親が不自由になった
らその親と同居する一一初めから自分の親と同居するが6名，初めから夫の親と同居する
一一子が生まれたら夫の親と同居する，子が生まれたら夫の親と同居する一一初めから夫








（第 1希 望 ）一一親が
不自由になったらその















































2 2 2 
1 
1 1 
12 8 6 
( 13. 6) (9. 1) (6.8) 
ら自分の親と同居，親 ※同居経験のない者との閥で有意P< 0.1 
が不自由になっ たらそ













29 16 5 
(330) (18 2) (5.7) 


















































2 2 2 
I 
3 1 
（※1514 7 6 6) 〔7.8) 〔67) 
の親とは 6名である。 ※ 同居経験のない者との闘で有意P< 0.1 
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表5 結婚後の暮らし方（3) 同居経験のない者 N=92
第~希1 望希望＼ 初の 初白親 子Tこ親 子生がま分た自ら親同と 親tなとの 一 同居 不め親 め分と がらと が親と 計カ〉と ま夫同 不由自三伝そ居同 し 〔%）夫ら 居同 か同 ならの居 れの居 れの居 生い 明
初の親めかと同ら夫居 2 3 2 7 (7 6) 
初のめ親かとら同自居分 1 1 1 2 4 9 (9. 8) 
子がら生夫まれ 15 た の 3 1 3 6 1 1 ( 16. 3) 親と同 居
子がらと生自周分まれ 5 た の 1 1 1 2 (5. 5) 親居
親にながっ不た自ら由そ 3 4 1 3 9 8 28 
の親と同居 (30.4) 
生 1 3 4 8 同居しない (8. 7) 
不 明 3 2 10 2 3 20 ( 21. 7) 
計 7 7 8 11 35 18 6 92 
（% ） (7. 6) (7. 6) (8. 7) (13.0) (38 0) (19. 6) (5.5) 
図7 結婚後の暮らし方 同居年数による比較
第 1 希望 第 2 希 望
,.; % 































園 子の誰かと暮らす 日 野手だト 人で

















































f親i／ι4ζの 一 居同め めと
不由自-0 親とかの同 か分間 し!,; I司 な
ら親居 らの居 れの居 そ居 生 い
9 8 2 3 5 1 
8 3 5 4 16 7 
3 7 2 
1 1 
1 2 1 3 5 
1 1 I 2 
18 17 9 8 32 18 




























的に国が福祉対策をこ うずるべきよ りも， 家族が面倒を見るべきである と答えた者が上ま
わり，約半数も いるのは， 親と同居する意志のある者が多い結果ととも に注目すべき点で
ある。





＠ 祖父母か ら教わることは， 行儀や作法・， 家の行事や習慣， 言葉づかいである。同居
92 沢田．女子学生の祖父母同居経験と生活意議について
祖 父 同 居
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